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専攻科目試験 呼吸器外科学 

 

 

・意図 

［設問１］ 

呼吸器外科領域の主たる治療ターゲットである肺癌に対する基本的な知識を有するか問うている。呼

吸器外科領域の研究を行うにあたり、基本的な知識を有していないと博士論文作成は困難である。 

 

［設問２］ 

肺という臓器に対する興味を持って学習していないと答えられない設問である。肺は、呼吸だけでな

く循環の面からの理解も必要であり、肺に対する生理学的な知識は、肺という臓器を理解するのに必

要である。 

 

［設問３］ 

縦隔疾患で最も多い胸腺腫ならびに胸腺癌に対する設問である。正しい分類ならびに合併しやすい免

疫異常を記載できれば良い。 

 

 

・解答 

［設問１］ 

非小細胞肺癌においては、臨床病期１ないし２期が手術適応である。臨床病期３期に関しては、他のモ

ダリティとの併用療法の上で手術を行う。Pancoast 肺癌では放射線化学療法後に、N2 肺癌では化学療

法＋ICI治療後に行う。EGFR、ALK陽性肺がんの場合は全摘にならない限りは upfront手術を考慮する。

小細胞肺癌では臨床病期１期のみが手術適応となる。 

 

［設問２］ 

肺切除は肺機能喪失を伴うので、術前の心肺機能評価が必要となる。肺機能検査から、術後予測 1秒量、

術後予測 DLCO をもとめ、いずれかが 30％を切る場合は運動負荷試験を行い、リスクを判定する。いず

れもが 30％未満の場合は非適応となる。 

 

［設問３］ 

胸腺腫の組織型は WHO分類により分ける。進行度は正岡分類または TNM分類により評価する。胸腺腫に

おいては亜全摘という概念が成立しうるが、胸腺癌では完全切除が望めない場合は手術を行わない。胸

腺腫には、重症筋無力症、赤芽球癆、Good症候群などの免疫異常を合併することがある。 


